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２-３．普天間飛行場跡地内の地権者及び跡地周辺の市民への取組み 

市民、学生、地権者、若手の会等に対して、普天間飛行場跡地利用に関する学習の機会
を提供するとともに、跡地利用に対する関心を高め、合意形成活動への積極的参加を促す
ことを目的として、まちづくり講座を実施する。 

令和２～６年度の共通テーマ： 
周辺市街地との連携による価値の高いまちづくりのすすめ 
 
・今回の講座では、普天間飛行場の跡地利用全体を対象に検討するのではなく、現段階
における普天間飛行場を見据えたまちづくりのスモールスタートとして、「周辺市街地
における身近な地域まちづくり」を対象とする。 

・普天間飛行場跡地利用の実現に向けて、跡地利用で目指す取組みを“今から”周辺市街
地で実証・実践し、返還後の跡地における実現に向けた課題を明らかにするとともに、
周辺市街地で跡地利用を見据えた新しいまちづくりを考える。 

・「跡地利用で目指す取組み」 
みどりの中のまちづくり⇒公有地・民有地の一体的な活用 

⇒公共空間（公園・道路・広場等）の利活用 
周辺市街地整備との連携 

・さらに、まちづくり全般において、地権者、市民及び学生が、普天間飛行場跡地利用
の将来像を考えるきっかけづくりとする。 
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沖縄国際大学２年生の演習授業を活用し、普天間飛行場の跡地利用を見据えた周辺市
街地における身近なまちづくりを考えることをテーマに、地域の関係者へのインタビュ
ーを行い、まちづくりの企画を考える。 
企画提案発表会では、普天間飛行場跡地のまちづくりに向けて、各グループが考えてき

たまちづくりの企画提案内容を発表する。 

～未来志向型のまちづくりの取組み企画づくり（グループ単位での企画提案）～ 
■宜野湾市 
・まちづくりの人材育成 
・普天間飛行場跡地利用への関心を高める 
・継続してまちづくりに興味を持ってもらう 

■大学生 
・まちづくりについて知ってもらう 
・地域住民等との交流（外部へのインタビュー等の経験取得） 
・グループでのプロジェクト企画作成のプロセスを学ぶ 

 

・対象学科は地域行政学科 
・演習の目的：専門に入る前の導入と基礎技術（調査・フィールドワーク・発表等）の習得 
・対象クラス：２年生（２クラス[16～17人×２クラス=33人]） 

柴田講師：行政法 
野添教授：外交史 

・基礎演習Ⅱ：火曜４限（14:40～16:10） 
・上江洲教授はオブザーバー参加 
・１コマ90分（連絡等を除くと実質60～70分） 

クラス名 テーマ 人数 
柴田講師Ａ  地域資源を活かして普天間を活性化 ６名 
柴田講師Ｂ  賑わいと交通環境が調和するまちづくり ５名 
柴田講師Ｃ  賑わいのある集約型都市づくり ５名 
野添教授Ａ  賑わいのある集約型都市づくり ６名 
野添教授Ｂ  地域資源を活かした地区イベントで交通渋滞緩和！ ６名 
野添教授Ｃ  地域資源を活かした都市づくり ５名 

開催日時：令和6年12月17日（火）14：00～17：20 
会 場：沖縄国際大学 厚生会館ホール（４階） 
プログラム：第１部 学生による発表「まちづくりの企画提案」6グループ 

第２部 「若者が地域に関わるまちづくり」 
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企画提案発表会の後、来場者及び発表した学生に対するアンケート調査を実施した。 
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【第１部学生による発表「まちづくりの企画提案」】 
・沖縄国際大学２年生 

 
【第２部「若者が地域に関わるまちづくり」】 
・ゲストスピーカー宋俊煥氏、ナビゲーター堀江佑典氏 
宋 俊煥 氏 (そん・じゅんふぁん） 
山口大学大学院創成科学研究科 工学系学域 感性デザイン分野  
建築学専攻 准教授 

専門はアーバンデザイン・エリアマネジメント・低未利用地活用・人口減少都市の都
市(地域)再生。2019年4月から山口大学大学院創成科学研究科建築学コース准教授
（工学部感性デザイン工学科担当）。実践研究活動として、学生主体で地域のまちづく
りに取組む活動の支援を精力的に行っている。（「若者クリエイティブコンテナ（宇部）」
代表、まちづくり会社「にぎわい宇部」非常勤取締役等） 

【タイムテーブル】 
14:00～14:05 開会 （宜野湾市） 
14:05～16:00 第 1部 学生による発表（４グループ） 
     「まちづくりの企画提案」 
16:00～16:10 ～休憩～ 
16:10～16:40 第 2部 ゲストスピーカーによる講演 
     「若者が地域に関わるまちづくり」 
      ゲストスピーカー 山口大学 宋 准教授 
      ナビゲーター 堀江佑典  
16:40～16:55 質疑応答 
16:55～17:00 閉会 （宜野湾市） 

 

 開催日時： 令和６年 12月 17日（火）14：00～17：20 
 会 場 ： 沖縄国際大学 厚生会館ホール（４階） 
 プログラム： 第１部 学生による発表「まちづくりの企画提案」６グループ 
  第２部「若者が地域に関わるまちづくり」 

ゲストスピーカー宋俊煥氏、ナビゲーター堀江佑典 
 参加人数： 130名（受講生33名・一般・学生97名）※先生、事務局除く 
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宜野湾市ホームページやＳＮＳへの掲載による市民への周知、若手の会、大学生（沖
縄国際大学）、宜野湾市の職員や関係機関等へ周知を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   図：企画提案発表会案内チラシ  
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クラス名 テーマ 企画内容 人数 

柴田講師
Ａ 

地域資源を活かして
普天間を活性化 

 スタンプラリーを実施し、グリーンベル通り・
ぎのわんヒルズ通りを歩いて回ることでシャ
ッター街の存在や現状について周知を図る  
等 

６名 

柴田講師
Ｂ 

賑わいと交通環境が
調和するまちづくり 

 コミュニティバスの実証実験と併せた地域の
人が集まる・買う・学ぶ・体験イベント 等 ５名 

柴田講師
Ｃ 

賑わいのある集約型
都市づくり 

 防災ウォーク ５名 
野添教授
Ａ 

賑わいのある集約型
都市づくり 

 中・高・大学生を対象とした、小学校などの教
室を活用したカフェや居酒屋の開催   等 ６名 

野添教授
Ｂ 

地域資源を活かした
地区イベントで交通
渋滞緩和！ 

 企業と沖国生、琉大生が主体となる「沖縄国際
大学と琉球大学の合同学園祭」を開催する 等 ６名 

野添教授
Ｃ 

地域資源を活かした
都市づくり 

 タイモに関するクイズ大会 
 タイモ料理選手権 
 タイモ料理教室の開催         等 

５名 

 

[ 講座の主なポイント ] 
～学生が主体となって取組むまちづくりについて～ 
① 未利用地を活用したイベントの開催 
② 地域の移動手段としたレンタサイクルの実証実験 
③ 市内大学と連携した交流イベント（合同学園祭） 
④ 小さなできることを続けていくことで「小さなまちづくり」から「大きなまちづく
り」に繋がっていく。まずは小さな取組みから行うことが大事である。 
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[柴田講師Ａグループ] 
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[柴田講師Ａグループ]
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[柴田講師Ａグループ]
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[柴田講師Ａグループ]
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[柴田講師Ａグループ]
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[柴田講師Ａグループ]
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[柴田講師Ａグループ]
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[柴田講師Ａグループ]
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[柴田講師Ａグループ]
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[柴田講師Ａグループ]
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[柴田講師Ａグループ] 
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[柴田講師Ａグループ] 

発言者 内容 

宋先生 
すぐ実行できそうな企画で驚いた。寒いシーズンに開催するとのこと
だが、何月頃を予定しているのか。 

柴田講師Ａグループ 
スタンプラリーのメイン会場となるヒルズ通りは全長３kmあるので、
歩いても涼しい季節で10月中旬あたりを考えている。 

宋先生 
シャトルバスの運行以外であれば、学生でも実施できると思う。シャト
ルバスがないとイベントの実施は難しいのではないか。 

柴田講師Ａグループ 
沖縄県民は歩くことが得意ではないので、スタンプラリーをしてメイ
ン会場に集まるまでに疲れてしまわないか懸念がある。 

宋先生 
店舗にも協力していただき、ぜひ実施してほしい。 
店舗のマップをしっかり作成するとよいと思う。 
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ] 
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[柴田講師Ｂグループ] 
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ] 
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[柴田講師Ｂグループ] 
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ]
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[柴田講師Ｂグループ] 

発言者 内容 

宋先生 

「交通によるまちづくり」この課題は全国的な課題といえる。 
コミュニティバスのルートとして２つ設定したが、路線バスとの関係
はどのようになっているのか。バス停から遠い公共交通空白地域をカ
バーしているのか。 

柴田講師Ｂグループ 
路線バスが通っていない３か所の地域を通るルートで設定している。
宜野湾市外からも来やすいように路線バスと重複するルートもある。
ダイヤなどの細かいところは設定していない。 

宋先生 

路線バスと似たような運行で循環していくようになると思う。 
コミュニティバスの導入や実証実験にはかなり費用がかかる。 
学生主体で行うイベントも大事だが、コミュニティバスをたくさん利
用してもらうためには、宜野湾市の大きなイベントと併せて開催時期
をしっかり決めるとよいと思う。 
２年ほど前に山口県で、祭りの日にあわせて路線バスの料金を０円で
運行したところ、乗客数が通常利用の約８倍になった。今ある路線バス
を活用することも需要があると思う。 
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[柴田講師Ｃグループ] 
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[柴田講師Ｃグループ]
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[柴田講師Ｃグループ] 
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[柴田講師Ｃグループ] 
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[柴田講師Ｃグループ]
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[柴田講師Ｃグループ] 
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[柴田講師Ｃグループ] 
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[柴田講師Ｃグループ] 
 

 

 

17

18



121

[柴田講師Ｃグループ]
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[柴田講師Ｃグループ]
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[柴田講師Ｃグループ]
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[柴田講師Ｃグループ] 
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[柴田講師Ｃグループ] 
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[柴田講師Ｃグループ]
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[柴田講師Ｃグループ]
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[柴田講師Ｃグループ] 

発言者 内容 

参加者 
ゴール地点である大謝名小学校は海抜６mで、津波の際の避難場所と
しては少し厳しいのではないか。 

柴田講師Ｃグループ 
宜野湾市の防災危機管理室の担当者からは、大謝名小学校はハザード
マップで避難場所として設定されていると伺ったため、ゴール地点に
ふさわしいと思い設定した。 

参加者 
高齢者や足が不自由などの理由で歩くことが難しい方々は参加できな
いのだろうか。 

柴田講師Ｃグループ 
高齢者は初心者コースを案内するが、足が不自由な方の参加は難しい
と思うので、参加できる案について今後検討する。 

発言者 内容 

宋先生 

防災まちづくりは非常に重要なテーマで、防災の認識を市民に広げる
という意義がある。すぐに実施できる企画だと感じた。 
実施するにあたり、人件費にかなり費用がかかっているが、参加者は何
名を想定しているのだろうか。 

柴田講師Ｃグループ 
参加人数は1,500人程度を考えており、スタッフは100人を想定し人件
費を算出している。 

宋先生 

まちを歩くイベントなので、参加者は30人程度と考えていた。 
1,500人が参加するイベントはかなり規模が大きい。その認識であれば
スタッフの人件費として経費が必要かもしれない。 
問題は「防災認識がまったくない方にどうやって防災認識を伝えるか」
ということで、「防災ウォーキングを開催します」と言えば、防災に関
心ある方は参加すると思う。そこからさらに防災の認識の薄い層にど
う伝えるかが重要である。そのためには遊び心を入れることが大事な
わけで、クイズを解きながら歩くことができ、宜野湾市主催の「はごろ
もウォーク」とのコラボも非常に面白いと思った。 
避難路には、第一次避難と第二次避難がある。参加者が自分の家から一
番近い避難場所を知ることができる工夫について調べてもよいと思
う。あと、ケータリング費に経費がかかる理由はなぜか。 

柴田講師Ｃグループ 
インターネットで調べた情報では、キッチンカーの場所代が１台４～
６万円かかるので、５台を想定した金額を算出している。 

宋先生 

1,500人集まるイベントを開催すると、キッチンカー側から出店依頼が
来ると思うので、出店料はもらったほうがいい。最初から大きい規模で
実施するのではなく、少ないレベルから始めて、少しずつ規模を広げて
いくとよいと思う。 
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ] 
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ] 
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ]
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[野添教授Ａグループ] 

発言者 内容 

宋先生 

エイサーと大綱引きに着目したことは面白いと思う。イベント性もあ
るし、「まちを知る、学ぶ」というところから始めることがベースにあ
ると感じた。若い世代がまちに愛着を高めていくには、まず自分のまち
を知るところからだと思う。 
小学生や中学生も含めて、クイズ等で歴史的な知識を共有できること
はよいと思った。 
また、クラウドファンディングでの資金調達もいいが、まずは小さくて
も良いので、できることから始めるとよい。 
5年に一度開催される宜野湾区の大綱引きは、次は何年に開催されるの
か。 

野添教授Ａグループ 次回は2028年に開催される。 

宋先生 

課題点として伝統文化の後継者の問題を挙げていたが、このようなイ
ベントをつなぎ役として行うのも面白いと思う。 
次回2028年に開催される、宜野湾区大綱引きとあわせて取組むとよい
と思う。 
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[野添教授Ｂグループ] 
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[野添教授Ｂグループ] 
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[野添教授Ｂグループ] 
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[野添教授Ｂグループ] 
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[柴田教授Ｂグループ] 

発言者 内容 

宋先生 

山口県宇部市で、今年９月に初めて合同学園祭を実施した。この企画も
実施可能だと思うが、会場を沖縄国際大学のグラウンドにすると、参加
者に偏りがでてくる懸念がある。地域の方が行きやすい場所を選ぶと
いいと思う。 
エイサーサークルにヒアリングを行っていたが、大学の中にある他の
サークルチームとも連携を組み、ステージや展示等のイベントができ
るとよいと思う。 
開催時期については、宜野湾市全体のイベントスケジュールと調整が
必要だと思う。 
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[野添教授Ｃグループ] 

発言者 内容 

参加者 
宜野湾市ではタイモの入手が困難だが、イベント用のタイモはどこか
ら調達するのか。 

野添教授Ｃグループ 

開催の１年前から農家の方と交渉して、私たちもボランティアで参加
して、集めようと考えている。 
県内にも金武町や糸満市で栽培されており、金武町は栽培が盛んなの
で協力をお願いしたいところだが、伝統を守るというテーマなので、宜
野湾市のタイモをなるべく使用したいと考えている。 

参加者 

宜野湾市の特産品であるタイモを大切にしたいという発表で嬉しかっ
た。39ファームという農業団体があり、10年ほど前からタイモ料理や、
子ども達のタイモ体験等のイベントを活発に行っていたが、今はタイ
モ栽培をやめて、レンコン栽培をしている。39ファームにどのような
経緯があって栽培をやめてしまったのか、ヒアリングをすると今後の
イベントの参考になるかもしれない。 

野添教授Ｃグループ 
39ファームをフィールドワーク先として検討していたが、連絡が取れ
ず断念した。機会があれば聞いてみたいと思う。 

発言者 内容 

宋先生 
農家でタイモを栽培している方は、現在 2、3人しかいないのか。 
その方たちにヒアリングは行ったのか。 

野添教授Ｃグループ 
農家は 2、3人で、趣味や兼業の傍らで栽培している人が多い。 
時間を変えて 4、5回現地に行ったが、会えなかった。 

宋先生 

趣味や兼業でタイモを栽培している方々とイベントを実施することは
可能だろうか。生業としてやるのが難しい時代で、兼業で他の仕事もし
ないと生活が成り立たないのかもしれない。タイモを栽培している
方々の生活を安定させる視点も必要だと思った。 
例えば、学生が実際に「タイモを栽培しながら、技術を継承していく」
このようなプロセスも面白そうだと思った。 

野添教授Ｃグループ 私達にもできることがあればやってみたいと思う。 

宋先生 

レンコン栽培に移った理由として、財政的な厳しさや、水質の問題があ
ったかもしれない。何が問題だったのかもう少し調べて、改善するため
に必要なことを確認するとよいと思う。 
この企画は長期的なプロジェクトとして行う必要があると思う。 
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発言者 内容 

柴田講師 

各グループともに、行政や事業者などに支援・後援をしてもらうことを
述べていたが、実際は各主体から協力や協働は見込めていない。企画を
進めていくにあたり、各主体との連携・協働は大事になってくると思
う。苦労したことや協働に関するポイントなどについて、学生にアドバ
イスしていただきたい。 

ゲストスピーカー 
（宋先生） 

それは重要なポイントで、まちづくりワークショップのファシリテー
ターは学生にやってもらっている。学生がグループに入ることで雰囲
気が良くなる効果がある。学生に注意してもらいたいところは、地域住
民には必ず挨拶をして、まちに感謝の気持ちを持ちながら、まちづくり
に関わっていくことだ。 

野添教授 
地域の課題や現状を理解し、まとめることができたと思う。また、フィ
ールドワーク先でのまとめも良くできており、イベントの詳細に繋が
ると思う。イベントを開催するプロセスを学ぶことができたと思う。 

ゲストスピーカー 
（宋先生） 

今年はリアリティが高いと感じた。フィールドワークに時間をかけた
こともよかったと思う。やり重ねることがとても大事である。 

ナビゲーター 
（堀江） 

まちづくりを行なう仕組みのデザインの部分と、プロセスを組み立て
ていくことが、まちづくりではとても重要になってくる。 
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調 査 日 令和７年１月７日（火）※発表後の振り返り授業にて
調査対象 受講者32名
回 収 数 31通（回収率：93.9％）

Q１.授業内容はわかりやすかったですか。（１つに〇）

選択肢 回答数
（件） 構成比

そう思う 22 71％
どちらかといえばそう思う 9 29％
どちらともいえない 0 0％
あまりそう思わない 0 0％
そうは思わない 0 0％
無回答 0 0％

合計 31 100％

Q２.授業内容の良かった点を教えてください。（記述）
・前半の講義では、レポート作成用のスライドの作り方など今後の大学生活において必要
となる技術を教えてくれたことが良かった。後半の講義ではグループ活動でフィールド
ワークを行ったことが私にとってとてもよい刺激になったため、これからもこのような
授業を多く取り入れて欲しいと思った。

・ただ企画を考えるだけでなく、フィールドワークを行うことで企画をより実現可能なも
のにすることができる点がよいと感じた。

Q３.授業内容の改善してほしい点を教えてください。（記述）
・調べる内容や、企画に関するアドバイスが的確だった。
・前回の授業内容を取りまとめた資料を、毎回配布してくれたので授業の振り返りがしや
すかった。

Q４.この授業によって知識が増えたり、まちづくりへの興味・関心は高まりましたか。

選択肢 回答数
（件） 構成比

そう思う 27 87％
どちらかといえばそう思う 3 10％
どちらともいえない 0 0％
あまりそう思わない 0 0％
そうは思わない 0 0％
無回答 1 3％

合計 31 100％

この授業によって知識が増えたり、まちづくりへの興味・関心は高まりましたか。（１つに〇）
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Q５.グループワークは初めてでしたか。（１つに〇）

選択肢 回答数
（件） 構成比

はい 14 45％
いいえ（ - 回経験がある） 17 55％
無回答 0 0％

合計 31 100％

  （Q５.- ②）→いいえ（数値選択）

選択肢 回答数
（件） 構成比

１回経験がある 6 35％
２回経験がある 4 24％
３回経験がある 1 6％
４回経験がある 1 6％
５回経験がある 2 12％
無回答 3 17％

合計 17 100％

Q６.グループワークの人数はどうでしたか。（１つに〇）

選択肢 回答数
（件） 構成比

少なく感じた 2 6％
ちょうど良い 29 94％
多いと感じた 0 0％
無回答 0 0％

合計 31 100％

Q７.グループワークを進めるにあたって最も難しく感じたことは何ですか。（１つに〇）

択肢 回答数
（件） 構成比

意見をまとめること 8 26％
役割分担をすること 7 23％
連絡を取り合うこと 0 0％
作業量がグループ内で偏ること 16 51％

合計 31 100％
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Q８.インタビューを進めるにあたって最も難しく感じたことは何ですか。（１つに〇）

選択肢 回答数
（件） 構成比

インタビュー先を見つけること 8 26％
インタビューする内容を
考えること 13 42％  

インタビュー先へアポイントを
取ること 8 26％  

聞きたいことが聞けなかったこと 0 0％
インタビュー結果をまとめること 1 3％
無回答 1 3％

合計 31 100％

Q９.授業時間外に作業は合計してどれくらい費やしましたか。（１つに〇）

選択肢 回答数
（件） 構成比

作業していない 0 0％
1～3時間程度 10 32％
3～5時間程度 10 32％
5時間以上 10 32％
無回答 1 4％

合計 31 100％

Q10.授業は全体として満足できるものでしたか。（１つに〇）

選択肢 回答数
（件） 構成比

満足している 25 81％
どちらかといえば満足している 5 16％
どちらともいえない 0 0％
あまり満足していない 0 0％
満足していない 0 0％
無回答 1 3％

合計 31 100％

Q11.このような講義があれば参加してみたいですか。（１つに〇）

選択肢 回答数
（件） 構成比

参加したい 19 62％
わからない 10 32％
参加したくない 1 3％
無回答 1 3％

合計 31 100％

〇）〇）
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【取組み成果】 

●大学生による企画提案の発表 
・沖縄国際大学と連携し大学２年生の２クラスに協力いただき、演習授業をとおし
て、まちづくりを考えるための進め方や方向性を示しながら、発表を実施すること
ができた。 

●まちづくりについて継続して考える機会の創出 
・10月から約２か月間の演習授業をとおして、普天間飛行場の跡地利用と周辺市街地
におけるまちづくりについて、大学生が企画提案を行う機会を設けることができ
た。 
・大学生による市民、地権者、若手の会等に対してまちづくりに関する発表を行い、
大学生がまちづくりについて考える講座を継続して開催することができた。 

【今後の課題】 

●沖縄国際大学とのコラボの在り方 
・引き続き、演習授業実施の際にはコンサルタントが極力出席してグループワークを
サポートすることが望ましいが、役割分担については改めて検討が必要である。 
・演習授業においては、企画作成に加え発表に向けた準備を十分に行うことが望まし
い。 

企画内容の実現に向けた検討 
・参加した大学生から、企画した内容を実現させたいとの意見が挙げられたことか
ら、次年度は企画提案発表会後に、最も実現性や独自性が高い企画発表を行ったグ
ループに対して、企画内容の実現に向けて市と大学が連携し、支援の実現に向けた
検討を行うことが望ましい。 
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国内先進地事例情報の収集・蓄積を図り、若手の会の議論の深化を目的として、先進
地視察会及び勉強会を企画・開催した。 
今年度は、「まちづくり合意形成の在り方」の参考として３か所訪問した。東京都三鷹

市「三鷹中央防災公園・元気創造プラザ」では大規模公園における防災拠点の形成につ
いて、東京都港区「パナソニック株式会社」ではＶＲを活用した合意形成の手法、栃木
県宇都宮市「宇都宮ライトレール株式会社」では各種交通と連携した交通のあり方につ
いて現地視察を行った。 
また、早稲田大学 創造理工学部 森本章倫教授より「次世代交通を活用したまちづく

り」に関する講義を受けた。 
 

月 日 視 察 先 
10/16（水） 三鷹中央防災公園・元気創造プラザ（東京都三鷹市） 
10/17（木） 宇都宮ライトレール（栃木県宇都宮市） 
10/18（金） パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社（東京都港区） 
 

普天間飛行場跡地のまちづくりにおいては、大規模公園の在り方について地権者の
理解促進を図ることが必要である。そのため、憩いの場として活用できる防災公園、ま
た、様々な人々の生活に取り入れた自然あふれる豊かな空間が創出された地域を視察
し、人と自然が調和したまちづくりの手法に関する知識を習得する。 

 

自動車を運転できない高齢者の移動手段の確保や、車に頼らず誰もが移動しやすい
公共交通のあり方は、普天間飛行場跡地のまちづくりにおいて必要である。日常生活に
必要な施設を結ぶ新たな公共交通となるＬＲＴを視察し、公共交通を補完するフィー
ダー交通に関する知識を習得する。 

 



 

1 
普天間飛行場の跡地を考える若手の会 

大川 正彦 
2 新垣 裕輝 
3 岩橋 卓 
4 ねたてのまちベースミーティング 呉屋 勝広 
5 宜野湾市軍用地等地主会 砂川 はるか 
6 

宜野湾市役所 基地政策部 まち未来課 
永山 拓朗 

7 仲本 彩乃 

8 
内閣府派遣 駐留軍用地跡地利用計画  
プロジェクト・マネージャー 

武 米治郎 

9 
昭和株式会社 

崎山 嗣朗 
10 池村 さつき 
11 沖縄県 企画部 県土・跡地利用対策課 

跡地利用推進班 
岸本 吉史 

12 福岡 美奈子 

宇都宮ライトレール 

パナソニック株式会社 
三鷹中央防災公園・ 
元気創造プラザ 
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10/16 
（水） 

10：00 
11：10 
13：30 
13：45 

 
14：45 
15：00 
16：30 

 
19：00 

那覇空港 集合 
那覇空港 出発 
羽田空港 到着 
羽田空港 出発 
↓貸切バスで移動（約１時間） 
三鷹中央防災公園・元気創造プラザ 到着 
▼座学・施設見学（約90分） 
視察終了 
↓貸切バスで移動（約２時間30分） 
宿泊ホテル 到着 

 
 
 
 
講師：三鷹市役所 
スポーツと文化部芸術 
文化課 大朝部長 
総務防災課 井上課長 
総務部危機管理 齋藤部長 
座学会場： 
元気創造プラザ５F 
学習室⑥ 

10/17 
（木） 

 9：45 
9：50 
10：00 
11：00 
12：00 
12：30 
14：20 

 
16：50 
17：00 
19：00 

 
19：45 

宿泊先ホテル 出発 
宇都宮ライトレール株式会社 到着 
▼座学（約60分） 
・ＬＲＴ乗車体験（約60分） 
視察終了 
昼食 
出発 
↓貸切バス移動（約２時間30分） 

早稲田大学 到着 
▼講義（約120分） 
講義 終了 
↓バス移動（約45分） 

宿泊ホテル 到着 

 
 
 
 
 
 
 
 
講師： 
早稲田大学 創造理工学部
森本章倫教授 
 

10/18 
（金） 

 8：50 
 

 9：05 
 9：30 
11：00 
11：30 
13：00 
15：00 
16：20 
19：00 
19：20 

宿泊先ホテル 出発 
↓徒歩移動（約15分） 
サイバードーム（パナソニック） 到着 
▼座学・ＶＲ体験（約90分） 
視察終了 
昼食 
まちなみ視察 
羽田空港 集合 
羽田空港 出発 
那覇空港 到着 
解散 
 

 
 
 
講師： 
パナソニック株式会社 
専門市場エンジニアリング
部 鈴木主務 
座学会場： 
２Fカンファレンスルーム 
 
 

 



三鷹市役所を含む公共施設が集約した市民センターの隣接地（約２ha）に位置し、約
1.5haの防災公園と、老朽化により建替えが必要な公共施設を集約した約0.5haの市街地
部分で構成されている。三鷹市とＵＲ都市機構が「防災公園街区整備事業」の仕組みを活
用し、移転した青果市場の跡地を中心に防災公園の整備を行っており、防災公園の下には
アリーナや、屋内プール等を備えた総合スポーツセンターを整備し、市街地部分と連続し
た建物としている。元気創造プラザは、平常時には「元気創造拠点」、災害時には災害対
策本部や避難場所といった「防災拠点」としての機能を担う。 
 
訪 問 先 三鷹中央防災公園・元気創造プラザ
区域面積 約2.0ha（うち防災公園1.5ha）
事業手法 防災公園街区整備事業

【施設規模】 
・敷地面積：19,993.79 ㎡ 
・建築面積：23,677.31 ㎡ 
・階 数：地上５階、地下２階 
 

（内訳） 
・SUBARU総合スポーツセンター 

：約 13,000 ㎡ 
・元気創造プラザ：約 11,000 ㎡ 



老朽化して建替えが必要となった公共施設と公園を一体化した再整備を行っており、
公園の地下には総合スポーツセンターを整備している。 
多様な目的で利用できる「元気創造拠点」と、災害時には一時的な避難場所や災害対策

本部として機能する「防災拠点」を兼ね備えた施設は、普天間飛行場跡地で検討を進めて
いる大規模公園の参考になると考え選定した。 
 

三鷹中央防災公園と元気創造プラザの機能について、三鷹市役所スポーツと文化部大
朝摂子 部長、総務部危機管理担当部長 防災部長事務取扱 斎藤浩司 課長、総務部防災
課 井上新 課長より説明を受けたあと質疑応答を行った。 

令和６年 10月 16 日（水） 15：00～17：00 
元気創造プラザ５F 学習室⑥ 

災害が発生した場合に備えて、消防団の消防ポンプ車で月に一回の水出し訓練や、
かまどベンチを使用した炊き出し、チューブ式の水のう作りなど、毎年さまざまな
訓練を行っている。 
中央防災広場には、マンホールトイレやかまどベンチといった設備も完備しており、
災害用トイレは屋内プールの水が使用できる仕組みとなっている。 
防災倉庫には、調理器具やパーゴラテン 
ト、災害で使用できる大きなテント等が 
入っている。 
機能転換後の元気創造プラザには、消防 
や警察、自衛隊、建設業界やライフライン、医療対策本部、薬事コーディネーター
やペット防災担当獣医師など多くの機関 
から関係者が参集される。 

 
 

写真：座学の様子① 写真：座学の様子② 

出典：ＵＲ都市機構 ＨＰ 



各部屋の入口には必ず機能転換後の役割が表示されている。これは「災害時にはこ
の役割の部屋になる」と日常から市民に対し周知を図るためである。 
施設はオール電化で隣接するごみ焼却場から、電力と熱エネルギーを供給して使用
できる仕組みとなっている。 
比較的停電に強いディーゼルエンジンを配備し、自家発電で丸３日分の電力を賄う
ことが可能である。施設内のエレベーターは、停電時であっても最低一基は動かせ
る仕様になっている。 
日本無線株式会社とＳＵＢＡＲＵの２つの企業がネーミングライツを取得している。 
中央防災公園の地下には総合スポーツセンターがあり、災害時には支援物資のスト
ックヤードとして利用される。 

 
 

⇒約5,000人を想定している。この施設は「一時避難所」であり、数日以上を過ごす
「避難所」として開設する予定はない。また、三鷹市内にある全ての避難所はペッ
ト同伴が可能となっている。 
災害時には災害対策の拠点となるため、関連機関と市の職員が意思決定する場所と
して機能することになる。 
災害時の利用を想定して建造しているが、「日常」「非常時」の使用方法について随
時アップデートを行っている。 

⇒総合スポーツセンターは年間約80万人が利用しており、以前の体育館と比べて競
技可能面積が３倍強となっている。個人で参加できるスポーツ教室を業者に委託し
ているため、市民はスポーツを選択する幅が広がっている。 

写真：施設にある部屋の入口 写真：中央防災公園 
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日本初の「全線新設のＬＲＴ※1」として2023年８月26日に開業した。従来の路面電車
よりも低床で振動や騒音を抑えた次世代の公共交通システムであり、ＪＲ宇都宮駅東口
から芳賀町の工業団地まで約14.6㎞の区間を結んでいる。
栃木県は１世帯あたりの車の保有台数が全国で５番目に多く、慢性的な交通渋滞が課
題であるほか、人口減少や少子高齢化を背景に中心市街地の空洞化も深刻となっている
ことから、宇都宮市は「ネットワーク型コンパクトシティー構想」を掲げ、人が集まりや
すい「拠点」の形成と、拠点と拠点間を公共交通機関で結ぶ、誰もが移動しやすいまちづ
くりを目指している。

訪 問 先
宇都宮ライトレール株式会社
（交通未来都市うつのみやオープンスクエア）

※1 ＬＲＴ（次世代型路面電車システム）とは、「Light Rail Transit（ライト・レール・トランジット）」の略称で、各種交
通との連携や低床式車両（ＬＲＶ）の活用、軌道・停留場の改良による乗降の容易性などの面で優れた特徴がある次世代
の交通システム。宇都宮市内の公共交通機関の一部で、バスや鉄道と連携して運行されている。

生産人口の減少を抑えながら、高齢者が自立した生活が送れる社会を作り、
全ての世代が安心して暮らせるまち

人口が減少すると市内の消費が停滞し、地域サービスや企業活動が衰退し
てしまいます。人口が減っていく中でも消費を維持する仕組み作りが必要

車はとても便利ですが、運転できない人でもいろいろな公共交通で移動し
やすく、暮らしやすいまちにしていこう！

（ライト・レール・トランジット）」の略称で、各種交

出典：宇都宮市 ＨＰ
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宇都宮市では高齢者の移動手段の確保や、誰もが移動しやすい公共交通のあり方につ
いて、日常生活に必要な施設を結ぶ新たな公共交通としてＬＲＴを導入している。
普天間飛行場跡地には鉄軌道も計画されていることから、地域内交通の手段の１つと

して参考になると考え選定した。

宇都宮ＬＲＴの事業概要について、宇都宮ライトレール株式会社 黒川氏より説明を
受けた後、乗車体験を行った。

令和６年 10月 17日（木） 10：15～12：15
ＪＲ宇都宮駅西口トナリエ宇都宮３F
交通未来都市うつのみやオープンスクエア

写真：座学の様子

◆ 公共交通機関の整備
◆ バス路線の再編成
◆ 地域内交通の導入
◆ 公共交通機関の連携の強化

写真：宇都宮ＬＲＴのルートについて
説明を受けている様子
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❶専用道路を走行するため、時間に正確である。一度に多くの人を輸送できることで、渋
滞緩和に繫がる。

❷騒音、振動が少なく、快適な乗り心地である。
❸車両の床が低く平らで段差や隙間もほとんどないため、誰もが乗り降りしやすい構造
である。

❹他の交通手段と同じ床の高さのため、連携しやすい。
❺個性的で洗練された車両デザインは、まちのシンボルとなっている。

ルートは宇都宮駅東口から、芳賀・高根沢工業団地停留所までの約15㎞の距離を走行
する。
最高速度は40㎞、スペックとして70㎞の速度が可能。停留所は19か所、トランジット

センターが５か所、導入車両は３両一編成の17編成となる。車両定員数は160人で座席
は50席となる。平日の通勤・通学の時間帯には約180人が乗車している。

ＩＣカードは地域独自の連携ＩＣカードtotraを導入している。Suicaも使用できるが、
totraには地域独自のサービスがあり、交通ポイントを貯めることができる。
宇都宮市では高齢者外出支援事業として、70歳以上の高齢者を対象に毎年10,000ポ
イント付与している。この福祉ポイントの年度繰り越しはない。

資料：日経ＢＰ総合研究所ＨＰより
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宇都宮ＬＲＴの利用者を増やす取組みとして、市内の全小中学校・高校生へtotraの無
料配布を行っている。これらの施策によって令和６年７月にはＩＣカード利用率が
93％に到達した。
平日の日中には運賃の上限制度があり、ＩＣカードを利用することで上限が400円に
なる。また乗り継ぎ割引制度では、バスから宇都宮ＬＲＴで100円割引、バスから地
域内交通で200円割引、宇都宮ＬＲＴから地域内交通で200円割引になる。

⇒道路として利用されていた車線である。車道が一車線減ることで、渋滞がひどく
ならないか懸念されていたが、12分おきに160人をまとめて移動できるＬＲＴの
輸送力のおかげで渋滞は多少緩和した。
また、渋滞対策については、宇都宮ＬＲＴ開通に伴い周辺道路の再整備や路線バ
スの再編成を行っている。

⇒宇都宮ＬＲＴの走行と重複するバス路線は廃止したが、トランジットセンターに
接続するバスの路線と、今まで運行されていなかった道路に新しく路線が開設さ
れたためバス路線の本数は増加している。

写真：宇都宮市と沖縄県うるま市との友好都市
提携をＰＲしたラッピング電車
『宇都宮市・うるま市 友好都市号』

写真：宇都宮ＬＲＴの乗降口。入口や
車両の繋ぎ目などに段差がない
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パナソニックのＶＲ事業は1990年に始まり、その後30年にわたり将来のさまざま
な空間設計に応用できるＶＲ技術を開発している。そして建築計画や都市インフラ整
備、市街地再開発事業などのまちづくりにおいて、行政や設計者、コンサルタント、地
域住民における合意形成を促す手法としてＶＲを用いたプロジェクト推進支援を行っ
ている。
2003年にオープンした「汐留サイバードーム」は、ＶＲ投影装置として多くのまち

づくりで活用されており、幅8.5ｍ、高さ7.5ｍの半球状の大型スクリーン内に利用者
が入り、プロジェクターによる映像投影で、仮想空間の中に入り込んだ没入感のある
体験を実現している。

訪問先
パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社
都市・空間ＶＲ推進課 （東京都港区）

パナソニックのＶＲ事業は「事業を推進するためのツール」をコンセプトに、目的
に応じた空間情報を可視化するシステム構築を行っている。
図面では分かりづらい内容もＶＲ等のシステムを活用することで、地権者・市民に

対し跡地利用に関する理解を深める効果が期待でき、合意形成を図る手段の１つとし
て参考になると考え選定した。

図面やパース、模型等での説明では具
体的なイメージが持てず、概念的な理
解に留まってしまいます。 

利用者の視点で編集したＶＲの映像放
映により、実際に訪れたときの全体像
が感覚的に詳細まで理解できます。 
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パナソニック株式会社 都市空間ＶＲ推進課 鈴木康史主務より、ＶＲを活用した事例
と合意形成のあり方について説明を受けた後、質疑応答を行った。

令和６年 10月 18日（金） 9：00～11：00
カンファレンスルーム（２F）

内径8.5ｍの球面ディスプレイで、環境計画支援ＶＲを等身大に体感することができ
る。
歩く目線で街路樹の高さや道幅、段差などの確認ができ、鳥瞰でまちを上空から見下
ろし、まちなみや建物の全景を眺めることができる。
複数人が同時に体感できる広視野（180°×150°）
高解像度の球面ＶＲディスプレイ。
３Ｄグラス（立体画像を実現する眼鏡）でまちなみをよりリアルに体感できる。

写真：座学の様子① 写真：座学の様子②

写真：サイバードームを体験している様子
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まちづくりにおける従来からの課題として、「合意形成がなかなか進まない」「完成
後のイメージが異なる」といった手戻りが発生することがある。それは情報・イメージ
がうまく伝わらないといったことが要因と考えられる。
ＶＲは「完成したまちを絵にする」ということではなく、まちが完成するまでの協

議への活用や、さまざまな人々との合意形成を図るためのコミュニケーションツール
として活用できる。

◆ パナソニックＶＲは、動作が軽く誰でも操作ができる「コミュニケーションツール」
として使用することを前提としているため、ソフトをインストールする必要がなく、
その場ですぐ使用することが可能である。

◆ 顧客の課題解決・合意形成のために、最適な見せ方を工夫した機能のカスタマイズ
や、パソコン、スマホ、タブレットと様々なデバイスへの展開が可能である。

◆ ＶＲデータは合意形成のために使用されるため、契約期間内におけるデータ修正は
逐次対応している。データのみではなく、合意形成のプロセスそのものを支援して
いる。

眺望検討やロードサイドの賑わい検討に使用されている。また、２年前に普天間飛
行場のデータの一部を使用し「バーチャル普天間未来シティ」を作成した。ウェブ上
で誰でもクリックすることができ、身近なＶＲ体感を可能にしている。「飛行場体験
（知る）」「タイムスリップ（見る）」「未来まち回り（歩く）」という３つの大きなコ
ンセプトからできており、現在も公開されている。

都市景観形成地域である首里の龍潭通りと壺屋のやちむん通りのＶＲ画像が作成
されている。ＶＲ画像を市民やまちづくり団体、事業者の方々に景観形成検討ツー
ルとして協議などに活用していただくため、那覇市では無償提供を行っている。

出典：那覇市 ＨＰ
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関係各社へのイメージＰＲとして活用するため、７～８年前に宇都宮ＬＲＴの東
口駅側のＶＲを制作した。模型と違いデジタルデータは流用・拡張が簡易であるた
め、駅と隣接する交流拠点施設「ライトキューブ宇都宮」のデータも追加で制作を行
った。

デジタルデータやＶＲ画像を活用し、まちづくりに興味を持っていただけるよう
注力している。
１グループに１台のパソコンを用意し、パソコン操作を１名が担当、他の参加者は
意見を述べてまちづくりをパソコン上で実行する。まちづくりの基盤やアイテム、
機能はあらかじめデータとして用意されているため、これらを使用することで参加
者のアイデアを簡単に形にすることができる。また、現場で意見を出すことが難し
い参加者の考えも取り入れられるよう、空間にメモ機能が搭載されており、メモを
活用して参加者の詳細な意見を収集することが可能である。

タブレットをその場で使用すると未来の映像が画面に現れる。そして、その場で得
た感想を画面に入力すると、指定した場所に意見が表示される機能が備わっている。
これにより、参加者の意見を簡単に収集、表示ができる。

普天間飛行場跡地のＶＲを活用し、360度
アニメーションをヘッドマウントディスプレ
イに投影した。VR内を歩き回ることで、将来
のまちの姿をリアルに見て体験することがで
きる。

写真：ヘッドマウントディスプレイを
体験している様子
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⇒まちづくりのフェーズにもよる。グランドデザインや基本構想など、頻繁に計画
が変わる場合には、年度ごとに１回ずつ更新を行っている。大きな説明会がある
場合は年２回の更新を行うが、協議会等のタイミングに合わせて、データ更新の
打診を行うこともある。 

⇒以前に比べて価格は下がってきているが、ＶＲは大量に販売できるというもので
はなく、オーダーメイドで案件のひとつひとつを制作している。 
ＶＲで現況を制作することは、計画策定時と同程度の費用が発生する。この費用
面が課題であることから、国土交通省では都市ＤＸという３Ｄ都市モデルの整備・
活用・オープンデータ化の取組みを進めており、各自治体の現況データのデジタ
ル化を進めている。今後、オープンデータ化されたデータをもとにＶＲが制作で
きるようになれば、費用も下がってくると考えられる。 

⇒普天間飛行場跡地をベースに３Ｄを用い、車や人の流れといった簡単なシミュレ
ーションを実行することができる。現在のＶＲでも簡単な検証はできるが、シミ
ュレーション結果として提出する本格的なものになる場合、専門のコンサルタン
ト業者の協力が必要となる。 
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宇都宮ＬＲＴが開業に至るまでの経緯や、次世代交通システムを活用した交通のあり方
について、早稲田大学 森本章倫 教授より説明を受けた後、質疑応答を行った。

令和６年 10月 17日（木） 17：00～18：30
早稲田大学 西早稲田キャンパス 51号館

テーマ 次世代交通を活用したまちづくり
講 師 早稲田大学 理工学術院 創造理工学部 森本章倫 教授

宇都宮市は昭和40年代に工業団地が建設されると交通渋滞が発生するようになった。
渋滞が激しい時は、市内から工業団地までの移動に車で最大２時間程度要することから、
市街地開発組合が新交通システム導入に向けた取組みを始めた。
栃木県と宇都宮市が一体となり新交通システムに関するプロジェクトが動きはじめた

が、時代・時節で様々な出来事があり、議論に長い時間がかかったものの、平成21年に、
第2次宇都宮市都市計画マスタープランで「ＬＲＴの導入を図る」として市民に提示され
た。

できるだけ魅力的な公共交通空間をつくり、自由に歩けるまちとなる「公共交通の便利
な場所」と、郊外については「将来的に自動運転で低密な場所を循環し、高齢者も気軽に
移動ができるまち」となる、ネットワーク型コンパクトシティの形成をコンセプトとして
創り上げた。

写真：勉強会の様子① 写真：勉強会の様子②
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地域住民が主体となり、ルートや料金設定を行い、その計画を行政に提案して交通運行
を実現している。全体にかかる費用のうち３分の２は市が負担し、残り３分の１は地域が
運賃収入等で賄っている。将来的に自動運転で人件費の削減が可能になれば、かなりの頻
度で地区内を循環できると考えている。

人口は平成24年～令和３年の10年間で、宇都宮市全体では約１％のみの増加であるが、
沿線では約７％増加している。これは、宇都宮ＬＲＴ開業が発表された平成27年頃から
マンション建設が増加したためである。
宇都宮市は平成30年をピークに人口が約8,500人減少しているが、沿線では約5,000

人増加している。「魅力的なまちをつくると人が集まる」、「安定した輸送システムの提供
はライフスタイルの提供と同意である」というコンパクトシティ構想の効果である。
商業施設の土地の値段について、沿線では約６％、住宅の場合地価は約11％上昇して
いる。交通の仕組みを変えることによって、効果が広がっているものと推測される。

携帯電話会社の基地局データを使用し、高精度でリアルタイムに人の流れやターゲッ
ト層を把握することができる。大学の最先端研究では、宇都宮市の現実の空間データを使
用したサイバー空間宇都宮市をつくっている。
未来のまちづくりには、「未来のまちをどのように伝えるのか」という市民との合意形
成が重要である。
また、未来について説明する際には、紙の図面ではなくＶＲを活用し、市民に分かりや
すくなるよう工夫している。ＶＲには「市民との対話ツール」としての機能を期待してお
り、未来について皆が語りやすくなることで、合意形成が図りやすくなると考える。

写真：宇都宮市内の他地域にさきが
   け、定時定路方式を採用した

「清原さきがけ号」

地域住民で組織された「きよはら地域内公共交
通運営協議会」が運営する地域内交通。
平成20年１月15日から試験運転を開始し、ダイ
ヤ、運行ルートなどの見直しを経て、平成20年
８月１日から本格運行を開始している。

《運行方式・本数》定時定路方式 １日７便
《料金》１回100円、１か月定期券2,000円(税込)
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⇒ＬＲＴにかかる費用はおよそ１㎞あたり約30億円以上と言われている。宇都宮市
の場合はライトライン専用の橋も建設したため約680億円かかった。モノレールは
１㎞約100億円かかる。地下鉄は約200～約300億円で、ＬＲＴは地下鉄に比べる
と約10分の１、モノレールの約３分の１となる。 

⇒ＬＲＴという乗り物は国内２例目である。平成18年に富山ライトレールが開業し、
令和5年には2つ目として宇都宮ライトラインが開通した。日本で全線が新設され
たＬＲＴは、宇都宮市が初めての事例だが、広い意味で「路面電車」と捉えると、
新設は75年ぶりとなる。 
ＬＲＴという言葉はアメリカが発祥で、ヨーロッパではトラムと呼び、通常の路面
電車とあまり区別をしていない。路面電車は広島電鉄や鹿児島など日本各地で走っ
ている。 

⇒日本の場合、法律を改正しないと車両を増やすことは難しい。法律では道路上を走
行する路面電車は最大30ｍまでと決まっている。宇都宮ＬＲＴの車両は29.8ｍあ
るため、今以上の長さにすることはできない。 
利用者が増えた場合の対応としては、運行ピッチを増やすことになる。今は６分間
隔の運行だが、３分間隔に変更した場合、現在の倍の人数を運ぶことができる。 

 青果市場の広大な土地を、地主企業の厚意で市に譲渡され実現した施設で、市民の憩
いの場であり、また行政（福祉関係）が入り、平常時の業務と災害時の際は防災施設
に転換するという、うまく考えられた施設だと思った。また、隣接するごみ焼却施設
から発せられる熱エネルギーを有効活用し、電気や温水プールに使用していることは
よいと思う。普天間飛行場跡地にも大規模公園は不可欠なので、運営面での参考にな
った。 

 普天間飛行場跡地のまちづくりでも様々な活用ができる地下施設を検討してもよい
と思った。 

 防災機能を兼ね備えた大規模公園として、同公園のような災害時の防災拠点はもちろ
んのこと、非災害時の効率的な活用を検討していきたい。 
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 コンパクトシティ構想から、令和５年の開業まで年数がかかったものの、当初予定し
ていた利用者数を大きく上回り、成功例だと感じた。宇都宮ライトレールだけではな
く沿線から離れたエリアの市民にも交通機関などの配慮がされており、高齢者に対す
るＩＣカードのポイント付加なども利用者が増加する要因と思う。普天間飛行場跡地
とは立地条件等が異なるが、市民の足となる鉄軌道は不可欠なため、参考になる点は
多くあった。 

 普天間飛行場の跡地利用に求められる「定時制公共交通」「地域内交通」「フィーダー
交通」などの周辺市街地を含めた新軌道系交通として検討していきたい。 

 森本教授の研究資料等でＮＴＴデータ（携帯電話ＧＰＳ情報）機能等を集約した、人々
の動きを分析する資料に驚いた。普天間飛行場跡地のまちづくりにおいても現代社会
の文明の利器を大いに活用すべきである。 

 

 ＶＲは合意形成に活用できると思った。地権者や市民にもヘッドマウントディスプレ
イ等を体験してもらえれば、未来の普天間飛行場跡地が想像しやすくなると感じた。 

 日本が世界に誇るパナソニック株式会社の技術を駆使したサイバードーム、ヘッドマ
ウントディスプレイは、２次元の紙資料を３次元立体空間へと変換し情報の可視化を
実現している。普天間飛行場の跡地における合意形成分野において、より効果のある
ツールになると感じた。言葉での説明や紙資料及びパワーポイント等の現状のツール
を用いた説明をはるかに超えており、老若男女が分かりやすく理解できるツールであ
り、大いに活用すべきである。 

 サイバードームの活用で、空間を肌で実感することができた。一般市民の皆さんの、
まちづくりについての意見を引き出すために、未来の市街地を理解してもらえるＶＲ
は活用できると思う。 
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【取組み成果】 

●大規模公園に導入する機能、施設の可能性 
・地下空間の有効活用方法、有事の際における公園施設の機能転換等、今後大規模公
園に導入する機能の具体的な検討を行うにあたっての考え方を学ぶことができた。 

●周辺市街地を含めた地域内交通の重要性 
・次世代型交通の導入により地域の交通環境の改善や地域全体の活性化に繋がった事
例を視察することで、普天間飛行場跡地のまちづくりにおける周辺市街地を含めた
地域内交通の有効性について学ぶことができた。 

●ＶＲを活用した意向醸成の有効性 
・ＶＲ技術を用いた普天間飛行場跡地利用計画を実際に体験することで、資料や図面
の説明だけでは伝わりづらい具体的なイメージが容易に理解でき、今後の意向醸成
におけるＶＲの有効性について学ぶことができた。 

 
【今後の課題】 

●ＶＲ等の技術を用いた意向醸成のあり方 
・令和９年度予定の「全体計画のとりまとめ」に向けた意向醸成活動を進めていく必
要があることから、本視察で体験したＶＲのシステムを活用した勉強会の開催を検
討する。 
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普天間飛行場の跡地利用計画に関する内容、将来の跡地のまちづくりを考える取組みを
紹介し、広く市民に対して跡地利用計画の興味を促すことを目的としてパネル展を開催した。

〇期 間：令和 6年 11月1日（金）～11月 8日（金）
〇内 容：サンエー宜野湾コンベンションシティ内はごろもコートにて、「まちづくりパネ

ル展」を開催し、下記取組みの紹介パネルを展示した。
① 若手の会活動紹介（パネル 2枚）
② 普天間飛行場の跡地利用計画紹介（パネル 6枚）
③ 小学生跡地のまちづくりイラスト（パネル 10枚）

※グレー着色：未計測
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① パネル展レイアウト（サンエー宜野湾コンベンションシティ内はごろもコート）
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Q1. あなたの性別を教えてください。

選択肢 回答数
（件）

構成比
（％）

男性 92 46
女性 104 51
無回答 5 3

計 201 100

Q２. あなたの年齢を教えてください。

選択肢 回答数
（件）

構成比
（％）

10代以下 ２ 1
10代 34 17
20 代 15 8
30 代 27 13
40 代 43 21
50 代 32 16
60 代 24 12
70 代以上 24 12
無回答 0 0

計 201 100

Q３. あなたの住まいを教えてください。

選択肢 回答数
（件）

構成比
（％）

市内 128 64
宜野湾市外 46 23
無回答 27 13

計 201 100

Q４. 情報入手先を教えてください。（複数回答可）

選択肢 回答数 構成比
（％）

のぼりを見て 105 52
市ホームページ 5 3
口コミ 11 6
その他 81 40
無回答 3 2

計 205 ―
「その他」と回答した方は、「友達」や「通りがかり」、「買い物」であった。
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Q５. 今回のパネル展で良かったと思うパネルを教えてください。（複数回答可） 

選択肢 回答数 
（件） 

構成比
（％） 

普天間飛行場の 
跡地利用計画 88  25  

小学生のまちの 
イラスト 140  39  

普天間飛行場及び周
辺市街地の航空写真 124  35  

その他 6  2  
無回答 3  1  

計 361  ― 
 
 
Q６. 今回のパネル展で普天間飛行場返還後のまちづくりに興味を持てましたか。 

選択肢 回答数 
（件） 

構成比
（％） 

興味を持てた 192  95  
興味を持てない 3  2  
その他 2  1  
無回答 4  2  

計 201  100  
 
 
Q７. 跡地利用に関するご意見等（一部） 
・普天間飛行場内にある自然をそのまま保全する取組みをしてほしい。 
・普天間飛行場の大きさをあらためて知り、驚いている。 
・ここまで普天間飛行場返還に向けて進んでいると知らなかった。 
・小学生のイラストにＳＤＧｓを意識したのがあって良かった。 
・普天間飛行場返還後のまちづくりを考えるきっかけになった。 
・普天間飛行場返還後のスケジュールを大まかに提示してほしい。 
・子ども達が成長してまちづくりの主役となることに期待がもてた。 
・航空写真で全体を見ながらまちづくりについて考えることができた。 
・良いアイディアをもっとたくさん出せるように、このようなイベントがあるとよい。 
・子ども達が考えやすい取組みと展示で、より具体的に普天間飛行場跡地について考えるきっかけ
になった。 

・観光特化で企業を誘致して、アミューズメントを強化したほうがよいと感じた。 

 



【取組み成果】

●展示スペースへの多くの人の誘導 
・展示スペースの床に宜野湾市全体の航空写真を敷くことで、３階から来店した方の
目にも留まり、パネル展示会場への多くの人の誘導とパネル観覧に繋げることがで
きた。 

 

●来場者の普天間飛行場跡地利用計画に対する興味・関心の向上 
・普天間飛行場の跡地利用計画について本パネル展で初めて知ったという方に対する
興味・関心を促すことができた。 

【今後の課題】

●更なる情報の充実 
・パネルでの情報発信のほかに、巨大航空写真に普天間飛行場の大きさや滑走路の距
離を記載するなどの情報を盛り込むことで、普天間飛行場の規模を体感できるよう
にする等、更なる情報の充実を図り、多世代の方に対して興味・関心を促す工夫が
必要となる。 

●アンケート回収率の向上 
・多数の来場者がパネルを観覧している一方で、アンケートの回答数が少ない結果で
あり、アンケート回答に負担を感じる方が多いことが理由と考えられる。そのた
め、今後はアンケート回収率向上に向けて、シールで簡単に回答できるようにする
などの工夫が必要である。 
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市民に対し、普天間飛行場跡地利用計画策定に向けた取組み内容等について情報を発信
し、普天間飛行場跡地利用への関心を高めることを目的として作成する。 

 

16 
（令和 7年３月発行） 
市報（４ページ） 

〇報告事項 
１．パネル展の開催報告 
２．市内小学校に向けた出前講座の概要報告 
３．先進地視察会の概要報告 
４．まちづくり講座の概要報告

【取組み成果】 

●跡地利用のまちづくり意向醸成に向けた取組みに関する情報発信 
・市民のまちづくり意向醸成を目的に実施した「まちづくり講座」「パネル展」等に関
する内容等を掲載し、市報ぎのわん（４ページ分）として全世帯へ発信することが
できた。 

【今後の課題】 

●市民が跡地利用のまちづくりに興味・関心を持つための工夫 
・掲載した取組みや、次回の予定について市民の興味・関心を促すために、ＱＲコー
ドなどを活用して広く情報を発信する工夫が必要である。 
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図：「まち未来だより １P」

図：「まち未来だより ２P」
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図：「まち未来だより ３P」

図：「まち未来だより ４P」


